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地
域
の
食
と
農
業
を
守
る
―

　

高
い
志
の
も
と
、
地
域
農
業
の
将
来
を
担
い
、
幾
多
の
試
練
に
挑
み
な
が
ら
、
農
業

に
真
っ
向
か
ら
向
き
合
う
若
き
農
業
従
事
者
「
明
日
を
担
う
手
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
く
。

集集特特

―目指すは“楽”農

　　　　　山川涼平―
　　　　　　　大地
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「
小
さ
い
頃
か
ら
生
き
物
に
興
味
が

あ
っ
た
」
と
口
を
揃
え
る
の
は
、
七
飯
町

大
沼
地
区
の
山
川
涼
平
さ
ん
（
２５
）、
大
地

さ
ん
（
２３
）。（
有
）
山
川
牧
場
自
然
牛
乳

の
４
代
目
の
経
営
者
で
あ
る
明
さ
ん
（
５５
）

の
後
継
者
だ
。

　

牛
舎
で
の
牛
群
管
理
を
担
当
す
る
次
男

の
涼
平
さ
ん
は
、
江
別
市
に
あ
る
酪
農
学

園
大
学
付
属
高
校
（
と
わ
の
森
三
愛
高
等

学
校
）
を
卒
業
後
、
帯
広
畜
産
大
学
に
進

学
。
在
学
中
は
家
畜
栄
養
学
を
学
ぶ
傍
ら
、

搾
乳
バ
イ
ト
や
サ
ブ
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
近

隣
酪
農
家
１０
数
件
を
見
て
回
っ
た
。「
ア
ル

バ
イ
ト
を
通
し
て
実
際
の
農
場
経
営
を
見

て
こ
れ
た
の
が
特
に
勉
強
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　

加
工
施
設
で
の
製
造
、
牛
乳
配
送
を
担

当
す
る
三
男
の
大
地
さ
ん
は
、
本
別
町
に

あ
る
北
海
道
立
農
業
大
学
校
に
進
学
。
実

習
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

で
、
乳
牛
と
肉
牛
を
飼
育
し
繁
殖
技
術
や

乳
製
品
加
工
技
術
の
習
得
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
等
の
農
機
操
縦
を
実
践

的
に
学
ん
で
き
た
。

　

２
人
と
も
学
校
卒
業
と
同
時
に
就
農
し
、

今
年
で
４
年
目
。
明
さ
ん
は
「
後
継
者
を

ど
う
す
る
か
悩
ん
で
い
た
時
も
あ
っ
た
が
、

う
ち
の
場
合
は
幸
い
、
自
発
的
に
農
業
の

道
に
進
ん
で
く
れ
て
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
は
な
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

就
農
当
初
の
心
境
と
し
て
涼
平
さ
ん

は
「
小
さ
い
頃
か
ら
手
伝
っ
て
き
た
の
で

不
安
な
気
持
ち
は
無
く
、
逆
に
や
り
た
い

事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
意
欲
に
あ
ふ
れ
て

い
た
」
と
瞳
を
輝
か
せ
話
し
た
。
牛
群
の

改
良
は
そ
の
１
つ
。
乳
を
搾
り
や
す
く
病

気
に
強
い
牛
の
繁
殖
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
乳
検
デ
ー
タ
は
貴
重
な
資
料
。

「
様
々
な
デ
ー
タ
が
数
値
化
さ
れ
、
改
善
す

べ
き
箇
所
を
具
体
的
に
把
握
で
き
る
。
い

い
牛
を
並
べ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

大
地
さ
ん
は
「
酪
農
も
地
元
大
沼
も
好

き
な
の
で
、
こ
の
先
も
こ
の
道
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、
地
域
に

密
着
し
た
酪
農
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
現
在
の
担
当
で
あ
る
製
造
の
ほ
か
牛

舎
で
の
飼
育
管
理
等
の
す
べ
て
の
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

牧
場
で
は
、
一
般
消
費
者
が
牛
舎
を
見

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、「
防
疫
の
観

点
か
ら
幾
重
に
も
予
防
策
を
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
手
間
以
上
に
餌
を
食
べ
る
様
子

か
ら
子
牛
の
分
娩
ま
で
牧
場
の
現
場
を
見

て
ほ
し
い
思
い
が
あ
る
」
と
明
さ
ん
。
続

い
て
、
涼
平
さ
ん
と
大
地
さ
ん
は
「
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
酪
農
の
仕
事
に

さ
ら
に
や
る
気
が
出
る
し
、
酪
農
は
楽
し

い
〝
楽
〞
農
に
な
る
」
と
笑
顔
で
強
調
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
酪
農
を

酪
農
を
究
め
る
た
め
進
学

　

総
頭
数
約
１
５
０
頭
（
ホ
ル
ン
ス
タ

イ
ン
１
１
０
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
４０
）
を
飼

育
す
る
牛
舎
の
１
つ
で
撮
影
し
ま
し
た
。

左
か
ら
山
川
明
さ
ん
、
涼
平
さ
ん
、
大

地
さ
ん
に
並
ん
で
い
た
だ
き
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
も
可
愛
ら
し
く
写
り
、
笑
顔
で

撮
影
と
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

エサの牧草ロールを崩して牛舎の牛に与えます

牛乳配送に備えてカゴを詰め込む大地さん牛乳配送に備えてカゴを詰め込む大地さん
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北
斗
市
の
キ
ュ
ウ
リ
は
こ
こ
が
自
慢
！
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
村
部
会
長　

ま
ず
は
出
荷
時
期
が
他
産
地

　

と
異
な
る
こ
と
で
す
。
き
ゅ
う
り
部
会
の

　

生
産
者
は
ト
マ
ト
な
ど
と
合
わ
せ
て
栽
培

　

し
て
い
る
の
で
、夏
に
ト
マ
ト
、秋
に
キ
ュ 

　

ウ
リ
の
収
穫
と
な
り
、
道
内
他
産
地
の

　

キ
ュ
ウ
リ
出
荷
時
期
が
終
わ
り
か
け
に
な

　

る
１０
月
頃
に
、
北
斗
市
産
の
抑
制
キ
ュ
ウ

　

リ
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。

山
本
副
部
会
長　

も
ち
ろ
ん
品
質
面
で
も
自

　

信
を
持
っ
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

西
村
部
会
長　

部
会
と
し
て
厳
格
な
選
果
基

　

準
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
部
員
み
な
良

　

質
な
キ
ュ
ウ
リ
を
出
荷
す
る
よ
う
努
め
て

　

い
ま
す
。

　
　

オ
ス
ス
メ
の
食
べ
方
と
し
て
は
、
漬
物

　

で
は
な
く
サ
ラ
ダ
で
食
べ
る
の
が
オ
ス
ス

　

メ
。
甘
さ
が
自
慢
な
の
で
、
今
流
行
り
の

　

ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ
に
し
て
食
べ
て
ほ
し

　

い
で
す
ね
。

山
本
副
部
会
長　

何
で
も
オ
ス
ス
メ
。
食
べ

　

る
人
の
好
き
な
よ
う
に
食
べ
て
も
ら
い
た

　

い
で
す
。

部
会
員
数
の
増
加
に
向
け
て
、
生
産
部
会
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
構
想
し
て
い

ま
す
か
？

山
本
副
部
会
長　

部
会
と
し
て
は
、
普
及
セ

　

ン
タ
ー
や
種
苗
会
社
を
招
い
た
勉
強
会
を

　

実
施
し
て
い
る
の
で
、
技
術
的
な
面
を
学

　

ん
だ
り
、
部
員
間
で
意
見
交
換
で
き
る
場

　

に
も
な
っ
て
い
て
、
新
規
会
員
も
参
加
し

　

や
す
い
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
も

　

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
始
め
た
い
と
い
う
人
が

　

何
人
か
来
て
い
ま
し
た
。

西
村
部
会
長　

き
ゅ
う
り
部
会
の
部
員
は
全

　

員
ト
マ
ト
も
栽
培
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

　

ト
マ
ト
部
会
の
人
た
ち
に
声
掛
け
を
し
て

　

部
員
数
を
増
や
し
た
い
。
キ
ュ
ウ
リ
と
同

　

じ
く
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ト
マ
ト
生
産
者
に

　

「
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を
始
め
た
い
」と
思
っ

　

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
部
員
数
が
増
え

　

れ
ば
部
会
全
体
と
し
て
の
出
荷
量
も
増
え

　

ま
す
し
、
出
荷
始
め
や
終
わ
り
か
け
時
期

　

の
出
荷
量
を
増
や
せ
ば
、
出
荷
時
期
の
延

　

伸
や
有
利
な
販
売
に
繋
が
り
ま
す
。

共
同
選
別
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
す
る

期
待
と
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
村
部
会
長　

更
な
る
効
率
の
向
上
と
共
選

　

施
設
に
関
す
る
人
件
費
の
削
減
が
期
待
さ

　

れ
ま
す
。

山
本
副
部
会
長　

秋
の
出
荷
ピ
ー
ク
時
に
は
、

　

共
選
場
で
作
業
員
が
遅
い
時
間
ま
で
働
い

　

て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
大
き

　

な
課
題
で
し
た
。

西
村
部
会
長　

共
選
機
械
が
新
し
く
な
る
こ

　

と
で
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
改
善
す
る
だ

　

け
で
な
く
、
機
械
が
壊
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
等

　

に
つ
い
て
し
ば
ら
く
心
配
す
る
必
要
が
な

　

い
た
め
、
長
い
期
間
、
経
営
の
安
定
を
図

　

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
部
会
員
だ
け
で

　

な
く
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
人
も

　

安
心
し
て
キ
ュ
ウ
リ
を
作
付
で
き
る
と
期

　

待
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
意
気
込
み
と
し

　

て
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
キ
ュ
ウ
リ
の

　

産
地
と
し
て
も
品
物
も
全
国
一
を
目
指
し

　

て
い
き
ま
す
。

山
本
副
部
会
長　

部
会
長
と
同
じ
く
、
部
員

　

み
ん
な
で
良
質
な
キ
ュ
ウ
リ
を
作
っ
て
い

　

き
た
い
で
す
。

協協同同のの力力
共
選
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

共
選
施
設
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

意
気
込
み
新
た
に

意
気
込
み
新
た
に

北
斗
市
野
菜
生
産
出
荷
組
合 

き
ゅ
う
り
部
会

　

１
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
、
大
き
な
力
に
。〝
協
同
の

力
〞
で
地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
組
織
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

今
回
は
、
北
斗
市
の
２９
人
の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
か
ら
な
る

「
北
斗
市
野
菜
生
産
出
荷
組
合 

き
ゅ
う
り
部
会
」
の
ご
紹

介
。

〈
取
材　

大
野
支
店　

田
中 

善
晃
〉
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知内

厚沢部

ニ
ラ
収
穫

　
　
　
　

今
年
も
上
々

温
泉
熱
で

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫

　

厚
沢
部
町
上
里
の
福
島
利
光
さ
ん

（
６１
）
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
伏
せ
込
み
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
が
１
月
４
日
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

利
光
さ
ん
は
、
他
に
も
立
茎
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
や
食
用
馬
鈴
薯
、
水
稲
を

作
付
し
て
い
る
が
、
冬
場
の
所
得
確

保
の
た
め
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
伏

せ
込
み
栽
培
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

昨
年
５
月
に
苗
を
定
植
し
、
夏
場

の
露
地
栽
培
を
経
て
１１
月
に
ハ
ウ
ス

の
中
に
移
し
た
。
熱
源
は
敷
地
内
に

湧
き
出
る
温
泉
を
利
用
し
、
ハ
ウ
ス

内
は
１５
度
で
一
定
に
保
っ
て
い
る
。

日
量
３
箱
（
１８
㌔
）
ペ
ー
ス
で
出
荷
し
、

２
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
の
収
穫
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

「
暖
房
器
具
を
使
う
の
と
違
っ
て
温

泉
の
温
度
は
一
定
な
の
で
、
外
気
温

に
合
わ
せ
た
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整

が
難
し
い
が
、
ト
ン
ネ
ル
を
こ
ま
め

に
開
閉
し
た
り
し
て
適
温
に
保
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

年
が
開
け
、
知
内
町
で
は
ニ
ラ
「
北

の
華
」
の
収
穫
が
始
ま
っ
た
。
森
越
地

区
の
櫛
引
光
宏
さ
ん
（
３６
）
の
加
温
ハ

ウ
ス
２
棟
で
は
、
例
年
よ
り
３
日
ほ
ど

早
い
１
月
２１
日
か
ら
収
穫
作
業
が
開

始
。「
高
温
障
害
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
最
高
の
ス
タ
ー
ト
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

　

初
日
は
コ
ン
テ
ナ
４
ケ
ー
ス
分
（
４５

㎏
）
を
収
穫
。「
よ
う
や
く
収
穫
を
迎

え
て
嬉
し
い
が
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
な

の
で
気
は
抜
け
な
い
。
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
天
気
を

気
に
し
な
が
ら
収
穫
に
力
を
入
れ
た

い
」
と
意
気
込
む
。
ま
た
、
無
加
温
ハ

ウ
ス
９
棟
で
の
収
穫
は
２
月
下
旬
か
ら

始
ま
る
見
込
み
。

　

「
ニ
ラ
栽
培
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら

な
い
事
だ
ら
け
。
地
区
の
い
ろ
ん
な
人

か
ら
話
を
聞
い
て
学
ん
で
、
挑
戦
し
な

が
ら
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
話
し
た
。〈

取
材　

知
内
支
店　

尾
辻 

凌
〉

▲　「これからもニラ栽培で経営を続けられるように何事も
頑張りたい」と光宏さん

▲「暖房費を一切掛けずに、温泉熱だけで収穫できて嬉し
いです」と利光さん

〈
取
材　

本
店　

藤
島 

諒
司
〉
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平成２６年度 （第５回）海外視察研修報告

和牛らしいサシが入っている、鈴木氏が
生産した牛肉の断面

堆肥には鶏糞とウサギの糞を使用

農業事情等について意見を交わす参加者

　１月１０日、北斗市（旧大野町）を中心に活動する
大野支店女性部、一期会、かりんの会の３団体３０名
は、北斗市農業振興センターで「第７回 新・かあさ
んの味自慢」を開いた。約２００名の来場者が訪れ、
農家の食卓の味を堪能していた。
　会場には、「ごぼうの煮物」「赤かぶ千枚漬け」「切
り干し大根とりんごのサラダ」など女性部員らが工夫
を凝らした手作り料理が約１５０品並んだ。
　函館市内から訪れた 70 代男性は「漬物を楽しみに
来ました。特にキュウリの漬物が、柔らかさとシャキ
シャキ感が絶妙で美味しかった」と試食を楽しんでい
た。

　昨年１１月６日、東京都千代田区で催されたＳＰＦ
豚セミナーで、森町のサクセス森（髙瀨幸巳代表取締
役）が、生産成績最優秀農場表彰の総合生産成績部門
で最優秀賞を受賞した。
　ＳＰＦ認定申請時の生産成績指数を採点基準として、
直近３ヵ年の平均で順位が決まり、全国の一貫経営約
１２０農場のトップに輝いた。
　当日受賞式に出席した小林久修専務は「農場立ち上
げから１３年が経過し、マンネリ化してきていると感
じていたが、この賞を機会に再度モチベーションを上
げ、またこの壇上に立てるようにしたい」と受賞の喜
びを語った。

地場産野菜の手料理を楽しむ地場産野菜の手料理を楽しむ

最優秀賞 受賞！最優秀賞 受賞！

第７回新・かあさんの味自慢第７回新・かあさんの味自慢

ＳＰＦ豚協会　生産成績最優秀農場表彰ＳＰＦ豚協会　生産成績最優秀農場表彰
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　昨年１１月１３日、茨城県水戸市で催された第５６
回全国牛削蹄競技大会（日本装削蹄協会主催）に七飯
町の削蹄師 宅見慎吾さん（４０）が、実技と筆記試
験の総合で優賞を収め、悲願の全国一となった。
　大会には全国各地区を勝ち抜いてきた２４人が出場。
蹄を削って整える実技試験と削蹄判断を問う筆記試験
が行われた。「全国優賞を目指して技術を磨き、オー
ダーメイドの靴を作るように心掛けてきました。今で
も判断に迷う時には、恩師の鈴木征逸削蹄師（長万部
在住）に指導を頂いており、ひとまず目標は達成した
ので、技術を落とさず弟子の育成に努めたい」と意気
込んだ。

　１月１１日、八雲町のもち米消費拡大推進協議会は、
八雲町情報交流物産館「丘の駅」で開かれた「ＯＰＥ
Ｎ１周年記念イベント」（八雲観光物産協会主催）に
参加し、餅つき囃子を披露し会場を盛り上げた。
　掛け声に合わせてテンポ良く杵をつく「餅つき囃子」
は、落部支部青年部が揃いの法被姿で披露した。「や
くもっちぃ」も登場し、周りには子供たちの輪ができた。
　同協議会の柴田英晴会長は「昨年は町外の様々な場
所でもち米をＰＲして手応えを感じた。この調子で今
年も多くのイベントに参加して PRしていきたい」と
意気込んだ。

日本一に輝く日本一に輝く

「餅つき囃子」が注目を集める「餅つき囃子」が注目を集める

全国牛削蹄競技大会全国牛削蹄競技大会

「丘の駅」ＯＰＥＮ１周年記念イベント「丘の駅」ＯＰＥＮ１周年記念イベント
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平成２６年度 （第５回）海外視察研修報告平成２６年度 （第５回）海外視察研修報告

＜研修日程＆研修先＞
［１１月２３日］シドニー近郊
　①和牛牧場   ②野菜農家
［１１月２４日］メルボルン近郊
　③メルボルン近郊農家との交流会
　④複合経営農家
［１１月２５日］メルボルン近郊
　⑤朝市   ⑥野菜農家   ⑦苗木栽培会社
［１１月２６日］メルボルン近郊
　⑧大規模トマト農家
［１１月２８日］シドニー近郊
　⑨卸売市場   ⑩大型農業機械取扱会社
　⑪酪農施設

＜研修目的＞

＜参加者＞
北村　卓馬（八雲町・団長）
相良　洋平（厚沢部町）
山口　　誠　（せたな町）
手塚　真広（知内町）
吉田　知也（知内町）
山本　隆久（北斗市）
斉藤　哲也（北斗市）
松倉　史和（函館市）
小澤　栄達（七飯町）
佐橋　智也（森町）
長谷川雄基（八雲町）
沼山　規章（事務局）

和牛らしいサシが入っている、鈴木氏が
生産した牛肉の断面
和牛らしいサシが入っている、鈴木氏が
生産した牛肉の断面

ブルー・マウンテンズ国立公園にて

豪州における『ＷＡＧＹＵ』農家は約７７，０００戸で肉牛生産農家
の約５０％にのぼる。視察先である鈴木崇雄氏は和牛の血統遺伝子
の販売や肥育業者への販売だけではなく、自らも穀物肥育を行い、
飲食店に肉牛を直接提供している。
鈴木氏近隣の一般的な『ＷＡＧＹＵ』はサシが日本の和牛ほど入っ
ていなかったが、豪州農家に鈴木氏の飼養管理技術（日本的な個体
管理）が受け入れられ、質の面で日本と大差なくなった時のために日
本の和牛農家がとるべき対応が、現状の取り組みで事足りるのか不
安を持った。

［概要］

［所感］

　当ＪＡ事業である担い手育成を目的とした第５回海外視察研修を平成２６年１１月２２日～１２月１日の１０日間、
オーストラリアにて実施致しましたので、研修内容について報告を掲載させて頂きます。

■次代を担う青年農業者の育成を図り資質向上、研鑽を積む。
■先進諸国を実際に視察する事で世界の現状を直接感じ、地
　域農業に対する問題意識を醸成する。

■実践活動として経営改善、生活改善、更には、地域農業の振
　興発展に資する。
■海外の生産流通体制や食料の安全性確保・安定供給等の取
　り組みについて研修する。

視察①「和牛牧場」について　～ベルツリー牧場～

堆肥には鶏糞とウサギの糞を使用堆肥には鶏糞とウサギの糞を使用

農業事情等について意見を交わす参加者農業事情等について意見を交わす参加者

豪州においては比較的小規模な１４㌶程の農地で、多種の野菜を栽
培。豪州の土壌は日本とは違い、火山が少なく、世界の中でも最も古
い土壌が残っているため多くの栄養分を含んでおり、大量の肥料は
必要としない。
豪州農業は、その特徴的な気候による水不足との戦いだとの意見も
あり、水の多い地域と少ない地域とでは栽培される作物も異なる。長
年その地で農業を営んできた豪州の人々の考えた農法・工夫を色濃
く感じ取ることができた。

［概要］

［所感］

視察②「野菜農家」について　～エクセリーベジタブルファーム～

メルボルン近郊農家及び小麦生産出荷組合職員らとレストラン
にて昼食をとりながら、互いの農業事情等について情報交換。
豪州では農業の水への価値観は高く、１年の作付が降水量によっ
て左右されてしまう。それでも「農業を辞める」ではなく、「どのよ
うに経営していくか」と常に向上心を持って取り組んでいる姿勢
は、見習っていくべき点だと感じた。

［概要］

［所感］

視察③「メルボルン近郊農家との交流」について

7No.No.150150



白小麦（デムラ）や赤小麦（飼料用）、ルーピンの他に豚や羊等を栽培・
飼育。防除は基本的に益虫を利用するＩＰＭ栽培（総合的病害虫管
理）で行っている。益虫はてんとう虫、寄生蜂を使用。農薬はスポット
的に害虫のみを駆除するものを使用し益虫を守っている。
防除に益虫を使用する等、環境に配慮した農薬使用を行うとともに、
コスト面においても、不耕起栽培で燃料費を節約したり、自家採取を
使用するなど、日本農業との違いが多く勉強になった。

［概要］

［所感］

視察④「複合経営農家」について　～マーロング農場～

メルボルンにある南半球最大の朝市。食品や衣料品、雑貨などあら
ゆる品物が売られており、地元の人はもとより世界中からショッピ
ングに訪れている。また、出店するためには２～３年待ってようやく
出店できるほど人気がある。
運営・マーケティングがしっかりしているだけではなく、市民にとっ
て不可欠な場所として支えられていることから、活気のある市場で
あると認識できた。

［概要］

［所感］

視察⑤「朝市」について　～ビクトリアマーケット～

１６０㌶の農地を所有し、リーク、ベビーコスレタス、レディキオ（紫
キャベツ）など露地野菜のみを栽培。化学肥料主体の土作りだった
が、鶏糞や出荷の際に出る野菜の生ごみを利用したコンポストを使
用するなど有機肥料主体に切り替え、収量を増加させている。また、
収穫後の調整・選別・包装までの一貫作業を行っており、出荷先ごと
に形態を変えて取引先のニーズに応えるようにしている。
豪州の大規模農業形態を想像していたが、鶏糞やコンポストを利用
した有機肥料主体の土づくりにこだわっていたことは意外だった。
また、選別施設についても、農協の共選場クラスの施設を個人所有
していることに驚きを感じた。

［概要］

［所感］

視察⑥「野菜農家」について　～ピーター・シュラーズ＆サンズベジタブルファーム～

１９５９年創業で従業員は２０名。苗木、鉢花、グランドカバー（芝
生）等を１４㌢ポットに２，０００種類以上、約７０万株を栽培してい
る。益虫を利用した低農薬栽培を心掛け、使用済の水を再利用する
施設を設置して水利権を確保するなど、資源・環境への配慮に尽力
している。
益虫を利用するＩＰＭ栽培（総合的病害虫管理）が確立されている
点に感銘を覚えるとともに、日本でも減農薬・食の安全という面を考
えれば、早いうちに普及してほしいと思った。

［概要］

［所感］

視察⑦「苗木栽培会社」について　～Ｆａｃｅｙｓ（フェイシーズ）～

豪州最大級の３００㌶で経営するトマト栽培農家。２０１１年には１万
㌧を超すトマトを出荷。トマトの皮は薄く甘い品種で、ホルモン処理は
行わず自然受粉で着果させている。また、樹が太りにくい品種のため、
基本的に無肥料で栽培し、地力とわずかな施肥での栽培を行っている。
豪州の最低賃金が時給約１，８００円と高額なため、できる限り手間を
かけない栽培方法をとっており、収穫作業でも基本の時給はあるもの
の、出来高払い制を取り入れ、収穫量の確保に取り組んでいる点が印象
的だった。

［概要］

［所感］

視察⑧「大規模トマト農家」について　～バラカストマトファーム～

保管飼料の様子も視察保管飼料の様子も視察

地元の新鮮な野菜を販売地元の新鮮な野菜を販売

デザイン賞受賞の大型機械を前に
笑顔の参加者
デザイン賞受賞の大型機械を前に
笑顔の参加者

鉢花の土入れは従業員の手作業鉢花の土入れは従業員の手作業

作業性を重視した品種が作付されている作業性を重視した品種が作付されている

市場内の説明を熱心に聴く参加者

日本製のメーカーも展示

搾乳システム等についての
レクチャーを受ける
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保管飼料の様子も視察

地元の新鮮な野菜を販売

デザイン賞受賞の大型機械を前に
笑顔の参加者

鉢花の土入れは従業員の手作業

作業性を重視した品種が作付されている

【研修全体を通しての総括】

４１㌶の広さを誇り、市場内は青果、バナナ、園芸、生産者直販、花
卉園芸市場に分かれている。また、敷地内にも鉄道が走っており、
直接農産物を荷降ろししている。東西南北に延びる高速道路も近
くにあり、交通の便が良く、倉庫やショッピングセンター、ビジネ
スセンター、ホテルなどの設備も整っている。
一般の人たちが入場可能で卸値で購入可能なことも賑わう理由
の一つと考えた。また、ほとんどの野菜が国内産というのは安心
感が大きいと感じた。

［概要］

［所感］

視察⑨「卸売市場」について　～フレミントンマーケット～

シドニー近郊の農業地区であるホークスベリー、セントベリー地
区にて、ファーガソンやフェント、イセキ等のメーカーを取扱っ
ている。同社近郊は芝生農家が多く、中小規模の農家向けの販売
となっている。
トラクターの価格は、南半球という離れた環境でありながら、日
本で購入する価格とあまり変わらなかったことに驚きを感じた。
また、普段あまり見られない芝生の専用機械や芝生を農業として
営んでいる農家について知識を得る事ができた。

［概要］

［所感］

視察⑩「大型農業機械取扱会社」について　～ＧＷＳ農業機械取扱会社～

豪州酪農の先進技術を研究する施設。無畜舎による周年放牧が飼養
形態の基本であり、施設の年間出荷量は３，２２５㌧。２５０頭の乳牛
について１度に２０頭、１時間に８０頭のペースでＡＭＲ式にて搾
乳している。
広い放牧地を所有しているので、大型機械を使っての管理だと思っ
ていたが、牛を放牧犬で追うという方式をとっていることが意外
だった。また、豪州農業の永遠の課題である水の問題も研究してお
り、牧草地の潅水設備については大型スプリンクラーを使用し、ＧＰ
Ｓにより、管理された時間に稼働するようシステム化されていた。

　豪州では農家に対する国からの補助事業は一切なく、
干ばつと洪水を繰り返す気候の中でも、国や救済金など
に頼らず、すべてを自らの責任のもと経営を行っている
点に感銘を覚えました。また、益虫を利用した防除等、ス
ケールメリットを活かした効率的で手間をかけない作
業体系を通じて、豪州農業における安心・安全に対する
高い意識は見習う部分がありました。さらに、豪州では
親から子へという経営移譲の形は必ずしも主流ではな
く、「自分が農業をやりたい」という高い意識のもとス
タートしている人が多く、このことも国際競争力の強さ
に繋がっているのではないかと考えました。
　最後に、今回の視察研修に尽力下さいましたＪＡ役職
員の皆様、そして各地区関係機関には改めて御礼申し上
げるとともに、視察で得た経験は何物にも変え難いもの
となり、非常に大きな財産となりました。これらを如何にＪＡ新はこだて更には地域農業への力に変え
ていけるかが我々参加者１１名の使命であると考えます。
　農業情勢は依然厳しい状況が続いておりますが、我々農業者の立ち位置をしっかり見据え、現状を踏
まえ課題を洗い出し、将来ビジョンをしっかり持ち、地域農業へ貢献して参ります。

［概要］

［所感］

視察⑪「酪農施設」について　～シドニー大学コスターファインキャンベン農場～

オペラハウスを対岸に望む

市場内の説明を熱心に聴く参加者市場内の説明を熱心に聴く参加者

日本製のメーカーも展示日本製のメーカーも展示

搾乳システム等についての
レクチャーを受ける
搾乳システム等についての
レクチャーを受ける
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優しい声で丁寧に対応します

　今月の生き粋女性は、せたな町役場で働く差波優奈さん
です。
　優奈さんはせたな町出身。地元の高校を卒業後、地元に
貢献したいとの思いで、昨年４月から働き始めました。
　役場の顔として代表番号の応対、町内全戸に設置されて
いる防災無線のアナウンスも担当し、災害時の緊急放送や
日常の行政情報などをお知らせしています。「まだまだわか
らない事だらけですが、町民の方から感謝の言葉をいただ
く場面や地元で働いている事にとてもやりがいを感じていま
す」と笑顔で話しました。

「重要なお知らせをわかりやくお伝えします」と優奈さん「重要なお知らせをわかりやくお伝えします」と優奈さん

大野支店　共済課

山内佑斗 職員（23）

職員にインタビューしました！
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い
を
感
じ
る
と
き
は
？

山
内
職
員
…
…
学
ん
で
き
た
こ
と
が
、
お
客
様
の
お
役
に
立
っ
た
と
き
で
す
。

成
田
職
員
…
…
生
産
者
の
方
々
か
ら
頼
み
ご
と
の
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
嬉

し
い
で
す
。

大
変
な
と
こ
ろ
は
？

山
内
職
員
…
…
共
済
以
外
の
知
識
も
必
要
と
す
る
仕
事
で
、
様
々
な
業
務
に
対

応
す
る
と
こ
ろ
が
大
変
で
す
。

成
田
職
員
…
…
色
々
な
業
務
の
内
容
を
理
解
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

休
み
の
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

山
内
職
員
…
…
夏
は
野
球
に
打
ち
込
み
、
最
近
は
友
達
と
食

事
に
行
っ
て
い
ま
す
。

成
田
職
員
…
…
野
球
や
ス
キ
ー
が
趣
味
で
、
今
の
季
節
は
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

山
内
職
員
…
…
一
人
で
も
多
く
の
方
に
自
分
を
信
頼
し
て
も

ら
え
る
よ
う
業
務
に
励
み
た
い
で
す
。

成
田
職
員
…
…
他
人
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で
な
く
自
分
の
考

え
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

大野支店　生産施設課

成田健人 職員（23）

せたな町役場　総務課

差差
さしなみさしなみ

波波 優奈  優奈 さん（１９歳）さん（１９歳）

ビ

はい、こちら

大野支店。

大野支店大野支店

休日の過ごし方は？
買い物を楽しんだり、スポー
ツを観たり楽しんだりしてい
ます。

仕事で心がけてい
る事は？

電話対応や防災
無線など人

に話す機会が多
いので、き

ちんと伝わるよ
うに明るく

はっきり話すよ
うに心掛け

ています。

今後の抱負
１年目でわからない事だらけですが、まわりの先輩たちからの助けをいただきながら学んで、力になれるようになりたいです。
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総たなせたな 役場な町役場 総務せたな町役場 総務課

町の情報をお届けします！町の情報をお届けします！



平成26年度　試験展示ほ調査結果概要 渡島・檜山農業改良普及センター

　平成26年度に実施した試験展示ほの調査結果の概要をご紹介します。詳しい内容について
は、農業改良普及センターまでお問い合わせください。
１　水稲

２　畑作

３　園芸

№ 課題名 試験区分 結果の概要

課題名 試験区分 結果の概要

課題名 試験区分 結果の概要

檜
山
１

檜
山
２

檜
山
３

檜
山
４

檜
山
５

渡
島
１

渡
島
４

渡
島
５

渡
島
２

渡
島
３

水稲紋枯病
防除効果確認

水稲減化学肥料における有機質
肥料早期施用技術の現地検証）

【目的】ｱﾐｽﾀｰｱｸﾀﾗSCの
紋枯病に対する効果を確認する
※本剤は採取および
　その周辺では使用出来ません。

試験区①　1回目：ｱﾐｽﾀｰｱｸﾀﾗSC
　　　　　2回目：ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ+ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄ
試験区②　1回目：ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ+ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄ
　　　　　2回目：ｱﾐｽﾀｰｱｸﾀﾗSC
対象区　　1回目：ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ+ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄ
　　　　　2回目：ﾊﾞﾘﾀﾞｼﾝ+ﾀﾞﾌﾞﾙｶｯﾄ

「パール有機」早期施用区
「パール有機」早期施用減肥区
YES!clean区
慣行区(パール有機）

試験区1（全層Dd708）
試験区2（全層Dd708＋UF585）
慣行区  （ﾀｷﾎｽｶ603＋UF585）
試験区  （全層Dd708）
慣行区  （683＋444）

密植区（平均：26.2株/㎡）
慣行区（平均：23.9株/㎡）

保温区（ヒーター使用10～12℃）
冷温区（水温5℃）

（参考：外気温データ）

キタアカリ（露地）
　①8㎏ ②9.6㎏ ③11.2㎏
とうや（マルチ）
　①8㎏ ②6.4㎏ ③9.6㎏

①玉麟（TSX-303）
②SK9-099
③ジェットドーム（慣行）

①既存株埋設改植区
　[既存畦上に培土を行い改植]
②慣行改植区（慣行）
　[既存株を堀取り後改植]

試験品種：C2-436
慣行品種：りんか409（半促成作型）
慣行品種：麗夏（夏秋作型）

試験：PO 系（ｻﾝﾊﾟﾜｰﾎｯﾄﾏﾙﾁ）
慣行：農ポリ

【目的】施肥窒素の無機化促進に
よる、収量向上効果およびタンパク
値が維持することを確認する

水稲硝酸化成抑制材入り
肥料の効果確認
【目的】硝酸化成抑制材入り肥料の
直播水稲への効果を確認する
水稲新品種「きたくりん」に対する
栽植密度試験
【目的】「きたくりん」の安定した収量確
保を目的とした密植による栽培特性を
確認し、栽培基準作成の資とする
温度調節付き保温ヒータを
用いた種籾浸漬試験
【目的】種籾浸漬時に、投げ込み式保
温ヒーターと小型水中ポンプで適正
水温（11～12℃）に維持し、適正日
数で吸水させて安定した催芽状態を
確保する

馬鈴しょ施肥試験

【目的】適正な施肥窒素量の確認

ブロッコリー品種特性調査

【目的】地域の春まき栽培における
品種特性を調査する

アスパラガス改植試験

【目的】ハウス立茎アスパラガスの
改植方法について検討する

【目的】新品種(サカタ：C2-436)と
慣行品種の生育・収量・品質を作型
毎に比較検討する

トマト品種比較試験

【目的】トンネル用資材の保温・収量
性の効果確認を行う

にんじんトンネル用資材の効果
確認試験

№

№

　紋枯病に対する効果は、ｱﾐｽﾀｰｱｸﾀﾗSCを散布する試験区が
対象区に優った。また、基幹防除1回目に散布する試験区①の
方が優った。
　 いもち病に対する効果は、対象区と同様にあった。
　薬剤調製について、対象区に対し試験区は混合剤であるため
作業性は優る。
　紋枯病に対する効果が優り、いもち病に対する効果が同等で
あることから、普及性は大きい。

　有機早期施用では有機慣行に比べ初期生育が向上し、収量
構成要素を確保できた。有機早期施用のアンモニア態窒素の
発現パターンがYES!clean区と同様であり、有機慣行よりピーク
時期が早くなった効果が出たと考えられる。
   有機質肥料の早期施用は蛋白値を維持し、収量が向上する
ために有効であり、普及性が高いと考えられる。
   硝酸化抑制材入り肥料Dd708施用区は、1穂籾数の増加と
穂数確保により、構成要素の確保が容易となることから（慣行
比：+14～29%）、収量の高位安定と低蛋白となる傾向であっ
た。また、追肥が不要であり、直播栽培肥料として有効である。窒
素吸収効率が高いため施用量を考慮する。

　密植により、生育が同等～2日早くなった。また、有効穂数化
率は高く、登熟の向上と収量が増加した（慣行比：+6～11％）。
きたくりん栽培においても密植による生育の斉一性及び収量の
安定と品質向上が図られた。

　ヒータ－の使用により、一定の水温が維持されて良好な発芽
が確認された。
　催芽時間15時間後の出芽：保温区84%、冷水区0%。

　施肥窒素８㎏/10aが、秀品収量が多く経済性も高いこと
から、地域の適正な施肥窒素量と判断する。

　地域の春まき栽培において、玉麟は収穫時期が慣行に５～
７日程度遅れ、花蕾表面の外観が劣る場合があるが、花蕾の
しまり、形状が良好であり、普及性がある。
　SK9-099は収穫時期が慣行に４日程度遅れるが、形状、
花蕾色の濃さが良好であり、普及性が高い。

　アスパラガスの改植方法について検討を行った。
既存株埋設改植区の定植後の草丈、最大茎径は８月までは慣
行改植区を上回る傾向にあったが、９月以降その差はなくなった。
　改植にあたっての作業性については慣行改植区の既存株
堀取りに多くの労力を必要とすることに対し、既存株埋設改植
区の培土に要する労力は少なかった。
   試験品種は、小玉傾向で低収であったが、果実の揃が良く
高品質であった。
   試験品種が慣行品種並の収量を確保できれば、部会全体
で１億円の増収が試算できる。

   ＰＯ系は、保温性が高く初期生育は早く進んだ。また、収量性
は高く（慣行比：+23%）、資材経費差引額は慣行を上回った。

　http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

渡島農業改良普及センターのホームページ

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！

　http://www.hiyama.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

檜山農業改良普及センターのホームページ
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◇
回
答

総
務
部
門

１
．
役
員
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
、「
完

全
推
薦
制
」
が
総
代
会
で
承
認
さ
れ
た

が
、
そ
の
原
案
は
当
Ｊ
Ａ
独
自
で
作
成

さ
れ
た
も
の
か
。
ま
た
、
役
員
選
任
規

程
の
修
正
や
変
更
は
今
後
可
能
か
。

◇　

前
回
の
役
員
推
薦
会
議
の
意
見
・
要

望
を
踏
ま
え
、
理
事
会
で
協
議
し
、
総

代
会
に
諮
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
、

規
程
変
更
は
可
能
で
す
の
で
、
今
回
の

問
題
・
課
題
を
整
理
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

但
し
、「
立
候
補
制
」
に
戻
す
の
で

は
無
く
、「
推
薦
制
」
を
基
本
と
し
た

考
え
方
で
取
り
進
め
い
た
し
ま
す
。

２
．
準
職
員
の
処
遇
が
正
職
員
と
比
較
し

て
低
す
ぎ
る
の
で
退
職
す
る
職
員
も
い

る
。
準
職
員
の
処
遇
を
改
善
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

◇　

準
職
員
に
は
、
正
職
員
へ
の
登
用
制

度
が
あ
り
ま
す
。
職
員
資
格
認
定
試
験

の
取
得
や
基
幹
支
店
長
の
推
薦
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
、
例
年
、
５
名
前
後
の

準
職
員
を
登
用
し
て
い
ま
す
。

３
．
酪
農
地
帯
で
の
個
体
販
売
で
は
、
熟

練
し
た
専
門
職
員
が
必
要
で
あ
り
、
相

当
の
経
験
年
数
を
積
む
こ
と
が
必
要
に

な
る
。
中
長
期
的
な
考
え
方
で
人
材
を

育
成
し
て
ほ
し
い
。
一
人
前
に
な
っ
た

と
思
え
る
頃
に
人
事
異
動
で
は
、
専
門

職
員
は
育
た
な
い
。

◇　

地
区
役
員
か
ら
も
個
体
販
売
に
精
通

し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
へ
の
要
望

が
あ
り
ま
す
の
で
、
良
い
後
継
者
を
育

成
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
勉
強
さ

せ
て
計
画
的
に
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

４
．
現
段
階
で
の
女
性
の
総
代
数
、
正
組

合
員
数
を
教
え
て
欲
し
い
。

◇　

女
性
総
代
は
５
３
０
名
の
内
９
名
で

す
。
参
考
ま
で
に
正
組
合
員
２
５
０
０

名
に
対
し
て
、
女
性
の
正
組
合
員

は
１
９
３
名
で
、
そ
の
内
経
営
者
は

１
４
８
名
で
す
。

５
．
現
状
で
は
、
女
性
農
業
者
の
参
画
は

厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。
地
域
、
家
族
な

ど
周
り
か
ら
の
支
援
や
協
力
が
無
い
と

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
女
性

農
業
者
を
参
画
さ
せ
る
よ
り
、
外
部
の

女
性
を
役
員
に
し
て
販
売
戦
略
等
を
立

て
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

◇　

農
水
省
指
針
に
沿
っ
て
取
り
進
め
て

い
る
た
め
、
府
県
の
経
営
を
参
考
に
し

た
組
み
立
て
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道

の
経
営
実
態
と
相
違
し
ま
す
が
、
女
性

の
意
見
を
広
く
経
営
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
家
族
ま

た
各
地
区
内
の
支
援
や
協
力
は
必
須
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

将
来
的
に
外
部
役
員
等
も
検
討
し
ま

す
が
、
ま
ず
は
指
針
に
沿
っ
た
女
性
農

業
者
参
画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
．「
女
性
農
業
者
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
促

進
運
動
」
に
関
す
る
現
状
の
取
り
組
み

状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。

◇　

経
営
者
と
し
て
責
任
が
発
生
す
る
た

め
、
す
ぐ
に
運
営
参
画
の
取
り
進
め
は

無
理
で
す
が
、
そ
の
前
段
と
し
て
、
女

性
部
活
動
の
活
性
化
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
状
は
若
い
女
性
の
加

入
率
が
低
く
、
部
員
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
今
後
策
定
す
る
「
組
合
員
教
育

研
修
要
領
」
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

勉
強
会
、
研
修
会
を
実
施
し
て
理
解
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

７
．
金
融
事
業
の
不
祥
事
防
止
の
た
め
、

定
期
的
に
人
事
異
動
を
し
て
い
る
と
聞

く
が
、
他
の
防
止
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

◇　

信
用
共
済
部
門
は
、
長
期
間
同
一
業

務
を
担
当
し
た
場
合
、
不
正
に
繋
が
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
農
水

省
指
針
に
よ
り
3
年
か
ら
4
年
で
異
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

営
農
販
売
部
門
は
、
地
域
に
密
着
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
5
年
を

基
本
に
異
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
止

策
の
一
環
と
し
て
、
職
場
離
脱
の
実
施
、

内
部
監
査
、
中
央
会
監
査
、
そ
の
他
検

査
等
で
け
ん
制
、
検
証
機
能
に
努
め
て

い
ま
す
。

８
．
国
は
農
協
改
革
に
何
を
求
め
て
い
る

の
か
。

◇　

政
府
は
全
農
等
連
合
会
の
民
間
企
業

同
様
の
株
式
会
社
化
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
ま
す
。
米
の
共
同
販
売

や
肥
料
共
同
購
入
は
農
協
以
外
が
行
う

と
独
禁
法
に
触
れ
る
こ
と
等
、
政
府
の

成
長
戦
略
に
お
い
て
現
在
の
農
協
組
織

の
弱
体
化
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
信
用
・
共
済
事
業
も
准
組
合
員

利
用
規
制
な
ど
法
規
制
強
化
の
動
向
等

に
注
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
農

協
は
営
農
・
販
売
等
の
農
業
関
連
事
業

主
体
の
組
織
で
あ
り
、
政
府
の
見
解
は

的
は
ず
れ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
部
門

１
．
乳
牛
導
入
に
当
た
っ
て
、
現
状
の
延

払
い
制
度
を
見
直
し
し
て
、
農
家
に
対

す
る
直
接
的
な
融
資
は
で
き
な
い
の
か
。

◇　

延
払
い
制
度
は
存
続
い
た
し
ま
す
が
、

牛
を
担
保
と
し
た
貸
付
の
場
合
は
６０
％

の
掛
け
目
と
な
り
、
初
任
牛
の
み
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

２
．
施
設
園
芸
の
農
家
は
忙
し
す
ぎ
て
、

生
産
者
同
士
の
情
報
交
換
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
の
技
術
の

底
上
げ
を
す
る
た
め
に
も
職
員
を
増
員

し
生
産
者
巡
回
を
し
て
欲
し
い
。

◇　

普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
生
産
組
織

単
位
で
の
現
地
研
修
会
や
勉
強
会
な
ど

を
開
催
し
技
術
の
平
準
化
を
効
率
良
く

で
き
る
よ
う
支
店
と
も
十
分
協
議
・
検

討
し
ま
す
。

３
． 

栽
培
技
術
に
つ
い
て
、
普
及
セ
ン

タ
ー
が
主
体
で
行
う
べ
き
だ
が
人
手
不

足
で
あ
り
、
生
産
組
織
で
勉
強
会
等

行
っ
て
い
る
が
、
農
協
も
技
術
を
持
っ

た
職
員
が
定
期
的
に
訪
問
す
る
体
制
が

で
き
な
い
か
。

◇　

人
材
育
成
基
本
方
針
と
し
て
、
な
る

べ
く
同
部
署
へ
長
く
在
籍
さ
せ
な
が
ら

熟
練
者
を
育
て
て
い
く
方
針
で
進
め
ま

す
。

４
．
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、
支
店
で
も

婚
活
を
し
て
い
て
成
果
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
大
規
模
に
テ
レ

ビ
局
を
利
用
す
る
な
ど
本
店
で
対
応
が

で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

◇　

現
在
で
は
札
幌
の
業
者
に
依
頼
し
女

性
に
対
す
る
会
話
術
や
マ
ナ
ー
な
ど
の

研
修
を
受
け
、
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

本
店
と
し
て
も
支
援
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

５
．
畜
産
物
の
販
売
額
が
、
計
画
比
１０
億

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
乳
の
出

荷
量
が
１
３
０
０
ト
ン
ほ
ど
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
後
の
対
策

を
ど
う
す
る
か
。

◇　

減
少
し
た
要
因
と
し
て
は
、
今
年
１

月
か
ら
１０
戸
ほ
ど
の
生
産
者
が
離
農
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
乳
量
の
確

保
な
ど
増
強
対
策
と
し
て
、
草
地
更
新

へ
の
助
成
や
、
増
頭
奨
励
と
し
て
系
統

か
ら
は
１
頭
２
万
円
の
助
成
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

６
．
肉
牛
等
の
個
体
販
売
が
好
調
で
あ
る

が
、
来
年
以
降
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

◇　

好
調
の
背
景
に
は
肉
牛
の
素
牛
不
足

が
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
来
年
以
降
も
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

６
．
草
地
更
新
は
３
年
間
と
言
わ
ず
に
永

続
的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

◇　

３
年
経
過
し
た
時
点
で
必
要
性
が
高

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
事
業
を
継
続
す
る
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こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

８
．
賦
課
金
に
つ
い
て
「
公
平
性
」
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

◇　

賦
課
金
は
「
１０
年
間
は
見
直
し
を
し

な
い
」
と
説
明
し
て
き
た
経
過
が
あ
り
、

１０
年
間
経
過
す
る
ま
で
は
現
状
の
ま
ま

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

生
産
販
売
部
門

１
．
ニ
ラ
共
選
施
設
再
編
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

◇　

生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
べ
く
、

行
政
の
施
設
を
利
用
出
来
る
よ
う
、
計

画
の
見
直
し
を
含
め
国
費
事
業
化
に
向

け
行
政
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。

２
．
東
地
区
野
菜
真
空
予
冷
施
設
の
移
設

計
画
に
つ
い
て
。

◇　

第
4
次
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
H

２８
年
度
迄
に
建
設
予
定
地
を
検
討
し
、

第
５
次
中
期
経
営
計
画
で
真
空
予
冷
施

設
の
他
、
広
域
集
出
荷
施
設
や
物
流
の

効
率
化
に
繋
が
る
施
設
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

３
．
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス(

函
館
バ
ス)

の

効
果
は
。

◇　

Ｊ
Ａ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と
米
の
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
、
動
く
広
告
塔
と
し

て
函
館
市
内
中
心
部
の
路
線
を
運
行
し

て
お
り
ま
す
。
取
組
後
、
ま
だ
短
期
間

の
為
、
目
立
っ
た
効
果
は
表
れ
て
い
ま

せ
ん
。

４
．
農
産
物
価
格
の
底
上
げ
を
目
指
し
、

消
費
者
等
へ
全
農
や
報
道
機
関
を
利
用

し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

◇　

厳
し
い
販
売
環
境
を
改
善
す
る
べ
く
、

組
合
長
を
先
頭
に
常
勤
役
員
が
適
宜
、

取
引
先
市
場
に
出
向
き
、
今
ま
で
に
増

し
て
強
く
販
売
要
請
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
機
関
の
他
、
報
道
関
係

も
活
用
し
た
中
で
、
価
格
底
上
げ
に
向

け
た
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

５
．
野
菜
の
販
売
価
格
が
低
迷
し
て
い
る

が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

◇　

近
年
、
市
場
取
引
の
他
、
大
手
量
販

店
や
実
需
等
に
対
す
る
提
案
型
販
売
、

ル
ー
ト
販
売
を
強
化
し
て
お
り
、
現
在

の
シ
ェ
ア
１４
％
か
ら
３０
％
の
拡
大
を
目

標
と
し
、
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
難
い

安
定
販
売
を
目
指
し
た
販
路
形
成
に
努

め
ま
す
。

６
．
雑
穀
販
売
に
つ
い
て
、
業
者
と
連
携

し
、
有
利
販
売
に
努
め
て
ほ
し
い
。

◇　

小
豆
は
十
勝
地
方
を
中
心
に
豊
作

で
、
在
庫
も
多
く
暴
落
し
ま
し
た
。
黒

豆
・
黄
大
豆
は
面
積
減
で
春
先
に
は
価

格
が
上
り
ま
し
た
が
、
出
来
秋
に
は
豊

作
に
よ
り
低
迷
し
た
経
過
で
す
。
今
後

は
、
ホ
ク
レ
ン
、
関
係
業
者
と
更
な
る

協
議
を
重
ね
有
利
販
売
に
努
め
ま
す
。

７
．
ト
マ
ト
の
価
格
低
迷
の
要
因
は
。

◇　

夏
秋
時
期
に
お
い
て
九
州
産
と
量
が

重
な
り
価
格
低
迷
と
な
り
ま
し
た
が
、

需
要
期
に
出
荷
量
が
確
保
出
来
な
か
っ

た
こ
と
も
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

８
．
施
設
事
業
の
部
門
別
損
益
３
億
円
の

赤
字
の
解
消
策
は
。

◇　

年
々
、
改
善
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続

き
、
収
支
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

９
．
米
の
価
格
が
低
迷
す
る
中
、
減
収
に

対
す
る
手
当
は
。

◇　

Ｊ
Ａ
独
自
の
経
営
安
定
対
策
と
し
て

国
の
ナ
ラ
シ
対
策
加
入
者
へ
６
０
０
円

／
俵
、
未
加
入
者
へ
３
０
０
円
／
俵
の

対
策
費
を
年
内
に
仮
払
い
し
ま
す
。

　

資
金
面
で
は
過
去
３
ヶ
年
の
実
績
を
踏

ま
え
、
収
入
が
３
ヶ
年
平
均
よ
り
下
が

る
場
合
に
営
農
安
定
資
金
で
の
対
応
も

考
え
て
い
ま
す
。

１０
．
今
後
の
米
価
が
ど
う
な
る
の
か
、
非

常
に
不
安
で
あ
る
。
主
食
用
米
以
外
で

米
の
所
得
を
確
保
す
る
方
策
は
あ
る
か
。

◇　

飼
料
用
米
に
取
り
組
む
べ
く
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
専
用
品
種
が
無
い
こ

と
や
倉
庫
保
管
問
題
を
含
め
、
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
現
在
、
ホ
ク
レ
ン
に

も
対
策
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

１１
．
米
価
低
迷
の
中
、
来
年
度
以
降
の
米

作
付
の
取
組
、
飼
料
米
の
取
扱
い
や
そ

の
管
理
・
保
管
方
法
、
受
入
先
等
に
つ

い
て
も
含
め
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

◇　

来
年
の
取
組
み
と
し
て
は
配
分
面
積

の
も
と
、
ま
ず
は
主
食
米
、
備
蓄
・
加

工
米
、
更
に
上
回
っ
た
部
分
が
飼
料
米

と
な
り
ま
す
。
飼
料
米
の
販
路
は
十
分

で
す
が
、
保
管
に
つ
い
て
は
近
郊
の
倉

庫
を
借
入
れ
す
る
等
検
討
し
て
い
ま
す
。

１２
．
野
菜
販
売
担
当
職
員
は
生
産
現
場
に

足
を
運
ぶ
回
数
を
増
や
し
、
農
産
物
の

知
識
向
上
と
販
売
力
向
上
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

◇　

生
産
者
巡
回
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く

り
に
努
め
、
生
産
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

㈲
新
は
こ
だ
て
協
同

１
．
大
野
と
厚
沢
部
で
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格

差
が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。

◇　

函
館
市
内
の
価
格
表
示
が
不
安
定
な

た
め
、
価
格
調
査
な
ど
に
時
間
が
掛
か

り
価
格
差
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
迅
速
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

２
．
Ｊ
Ａ
管
内
の
同
じ
組
合
員
で
燃
料
の

販
売
価
格
が
違
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

◇　

燃
料
等
の
価
格
は
、
地
区
・
路
線
市

況
価
格
が
あ
り
、
一
般
の
方
も
利
用
し

ま
す
の
で
同
一
価
格
に
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

３
．
販
売
金
額
の
実
績
は
、
販
売
数
量
や

単
価
上
昇
に
よ
る
も
の
な
の
か
具
体
的

に
教
え
て
欲
し
い
。

◇　

灯
油
の
落
込
み
が
大
き
く
、
暖
冬
や

価
格
高
騰
に
よ
る
買
い
控
え
で
販
売
数

量
が
減
少
し
ま
し
た
。
販
売
金
額
は
価

格
高
騰
に
よ
る
実
績
で
す
。

４
．
灯
油
や
軽
油
の
盗
難
に
つ
い
て
、
農

協
の
対
応
や
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

◇　

灯
油
や
軽
油
の
盗
難
に
つ
い
て
は
、

函
館
中
央
署
と
情
報
を
共
有
し
て
啓
発

す
る
な
ど
の
防
犯
対
策
に
努
め
て
い
ま

す
。

５
．
整
備
工
場
の
後
継
者
に
つ
い
て
、
今

後
退
職
者
が
出
た
場
合
は
早
め
に
対
応

願
い
た
い
。
ま
た
、
定
年
延
長
65
歳
退

職
後
も
、
本
人
が
了
承
す
れ
ば
、
技
術

指
導
な
ど
で
、
短
期
的
に
雇
用
延
長
で

き
る
仕
組
み
や
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◇　

後
継
者
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
定
年
延
長
の
場

合
は
、
６５
歳
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
再

延
長
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
業
務
状
況
に

よ
り
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
短
期
や
ア

ル
バ
イ
ト
的
な
雇
用
で
対
応
し
た
く
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

１
．
花
卉
の
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
が

負
担
す
る
の
か
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

◇　

訴
訟
費
用
は
６
年
間
で
１
０
，

２
６
４
千
円
（
旅
費
・
弁
護
費
用
）
発

生
し
て
お
り
、
組
合
か
ら
支
出
し
て
お
り

ま
す
。
理
事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
法

的
に
認
め
ら
れ
た
３
５
７
，７
６
０
円
を
請

求
額
と
決
定
し
て
、
１１
月
４
日
に
入
金

と
な
り
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
様
々
な
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
事
業
運
営

を
考
慮
し
、
組
合
負
担
で
対
応
し
ま
し
た

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

２
．
大
間
原
発
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
の
姿
勢
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

◇　

函
館
市
並
び
に
各
関
係
団
体
と
連

携
・
協
力
し
、
今
後
も
反
対
の
姿
勢
で

取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
新
幹
線
が
開
通
と
な
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
し

て
は
な
に
か
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

◇　

一
般
消
費
者
に
地
元
の
特
産
物
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
特
に

米
の
宣
伝
に
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し

て
行
政
等
と
連
携
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．
新
幹
線
の
開
業
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る

が
、道
南
農
業
の
生
き
残
り
を
か
け
て「
貨

物
新
幹
線
」
の
運
行
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
が

中
心
に
な
っ
て
道
・
行
政
に
働
き
掛
け
て

欲
し
い
。

◇　

今
後
、
知
事
と
新
幹
線
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
先
に
同
様
の
要
望
は
し
て
お
り

ま
す
が
、
再
度
、
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ホームページをリニューアルしました！

　１号　平成２６年度決算棚卸及び棚卸抽出検査の実施について
　２号　理事に対する平成２７営農年度組合員勘定供給限度額等及び物品取引契約の限度額について
　３号　平成２７年度役員報酬額の諮問について

第１４回　理事会（定例）議案 日時：平成２７年１月２６日（月）１１：２５～　場所：北斗市農業振興センター

第１3回　理事会（定例）議案 日時：平成２６年１２月１６日（火）１４：００～　場所：函館市花びしホテル

議 案

　１号　第３四半期定期監査に対する回答について
　２号　平成２７年度内部監査計画（案）について
　３号　平成２７年度事業計画基本方針（案）について
　４号　平成２7年度事業計画＜固定資産取得・処分＞（案）について
　５号　平成２７年度事業計画＜取扱・収支＞（案）について
　６号　平成２７年度役員報酬額の決定について
　７号　平成２７年度営農販売事業における料金･料率の設定について
　８号　低温農業倉庫新設工事に係る取進めについて
　９号　平成２７年度余裕金運用方針（案）について
１０号　平成２７年度余裕金預け先について
１１号　平成２７年度金融機関貸付方針について
１２号　地方公共団体に対する貸出について
１３号　理事に対する貯金・共済担保貸付に係る包括事前承認について
１４号　内部統制規程の一部変更について
１５号　給与規程の一部変更について
１６号　旅費・実費弁償規程の一部変更について

議 案

平成２７年２月２７日（金） １３：００～１６：００
（受付 １２：３０～）

厚沢部町町民交流センターあゆみ厚沢部町町民交流センターあゆみ
厚沢部町新町１８１－６　　TEL ： 0139-67-2310厚沢部町新町１８１－６　　TEL ： 0139-67-2310

道南農業試験場などが開発した最新の農業技術等を、いち早く皆様にお伝えします。

お問い合わせ先 ℡０１３８－７７－８１１６

業試験場などが開発した最新の農業技術等を いち早く皆様にお伝えします道南農業試験場などが開発した最新の農業技術等を いち早く皆様にお伝えします

第１７回　道南農業新技術発表会
日　時

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構　農業研究本部 道南農業試験場

●斑点米カメムシの効率的防除技術
●大豆紫斑病の防除技術
●８～９月どりむけねぎの品種紹介

●さつまいもの栽培技術
●平成２６年度に発生した注意すべき病害虫
●地域の取り組み事例　　　　　　　　など

場　所

００００
～）～）

お伝えしますお伝えします。

参加
料
無料

内
容

厚沢部支店厚沢部支店

人事異動のお知らせ ※管理職のみ記載〔　〕内は前職
◇鶉支店長・調査役
　芦野 彰 
　〔厚沢部支店営農課（課長待遇）・調査役〕

◇乙部支店長・調査役
　吉川 和之
　 〔鶉支店長・調査役〕

◇奥尻事業所長・調査役
　佐々木 斎
　 〔乙部支店長・調査役〕
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INFORMATION

応募締め切り ２月26日（木）（当日消印有効）

　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。
※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

1

5

6 7 8 9

10 11

12 13

14

2

4

3

キーワード

1
2
3
5
7
9

11
13

チュニジアで始まった○○○の春。
赤ちゃんの○○声や、○○毛。
○○○の天使。
シングル？ダブル？それとも、○○○？
紙○○○○、○○○○雲。
唯一、県庁所在地にこれがあるのは「さいたま市」。
○○○空港。
32です。

1
3
4

6
8

10
12
13
14

アルバトロスは○○○ドリ。
横の長さ。
当JAのホームページリニューアルと共に、
フェイス○○○もスタート！
クラブで使うお金。
名曲「○○○旅立ち」。
鳥取空港の愛称になったマンガキャラクター。
二束三文の由来である「はきもの」。
6分の1は湖。
知内町で旬を迎えたニラ。（今月号にヒントが…）

ヨコのカギ

タテのカギ

二重マスの文字を並べてできる言葉は何でしょうか？
中には今月号のえすぽわーるにヒントのカギがあるかも。

北海道で大活躍されたあの方。
キーワードヒント

　　 E-mailアドレス　ryouji.fujishima@ja-shinhakodate.com

プレゼント

あて先 クイズ＆投稿のあて先は郵送かＦＡＸまたは
メール（ホームページのメールフォームでも送れます）で

クイズの他、子供の写真やイラスト、日頃の出来事、広報誌に対する
ご意見・ご要望もお寄せ下さい。

農協ラーメン
（2食入り）
2袋をプレゼント！
どんどん投稿してね！

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566

〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

～Ｆａｃｅｂｏｏｋを新たに開設～
　２月２日から、当ＪＡのホームページをリニューアルしました。
　リニューアルに際したコンセプトは、当ＪＡが今年度掲げる広報活
動基本方針テーマ「組合員、地域住民（一般消費者）とＪＡを結ぶ広
報活動」。
　今回のリニューアルでは従来の情報に加え、農家組合員専用ペー
ジの新設、組合員活動やJAが行う地域貢献活動、「あぐりへい屋」関
連情報の充実化を図りました。また、ホームページのリニューアルに
合わせてＦａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック）も開始。旬な情報をいち早く皆
さまにお伝えします。
　アドレスに変更はございませんので、ぜひご覧ください。
http://www.ja-shinhakodate.jp/

ＪＡ新はこだて

▼新設した当ＪＡの
Ｆａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック）

▲リニューアルしたホームページのトップ画面

ガキにそ まま貼 ね ）

Ｆａｃｅｂｏｏｋをを たたた 設設設ＦＦＦａｃｅｂｂｏｏｋｋをを新新新たたたににに開開開開設設設設
ホームページをリニューアルしました！ホームページをリニューアルしました！

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に3

厚沢部町町民交流センターあゆみ
厚沢部町新町１８１－６　　TEL ： 0139-67-2310

第１７回　道南農業新技術発表会

厚沢部支店
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発　行／新函館農業協同組合
住　所／〒041－1201  北斗市本町１丁目１番２１号
　　　　　　　　　　（北斗市総合分庁舎隣）
電　話／０１３８－７７－５５５５（代表）
ＦＡＸ／０１３８－７７－５５６６
編　集／企画室
印　刷／有限会社　三和印刷

ＪＡ新はこだて facebook
ＪＡ新はこだてホームページからも

ご覧いただけます。
こちらも、よろしくお願いします。

「えすぽわーる」とはフランス語で「希望」という意味。「えすぽわーる新函館が読者の皆さんに希望を届ける広報誌になって欲しい」という願いが込められています。

えすぽわーる新函館
第１５０号　平成２７年２月10日発行 編

集
後
記

特産食材が見事に調和した「森らいす」サラダ付きで９５０円（税抜）

◆
実
は
今
月
号
で
１
５
０
号
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
私
が
「
え
す
ぽ
わ
ー
る
」
の
編
集
担
当
と
な
っ

た
の
は
１
１
７
号
か
ら
。
こ
れ
ま
で
も
コ
ー
ナ
ー
が

何
度
か
入
れ
替
わ
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
「
え
す
ぽ
わ
ー
る
」
の
由
来
で
あ
る
〝
読
者
の
皆

さ
ん
に
希
望
を
届
け
る
広
報
誌
〞
を
大
切
に
、
誌
面

を
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

今
月
か
ら
お
よ
そ
９
年
ぶ
り
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
写
真
を

変
え
て
見
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
ち

ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諒
）

和
テ
イ
ス
ト
の
ご
当
地
ハ
ヤ
シ

題名：マルメロード第25章題名：マルメロード第25章

まるめ郎アルバム

知内町の特産品であるニラ
「北の華」の収穫が始まりました。
おひたし、ニラ玉、ギョウザ・・・
何にして食べようかな♪

Ｄａｙ：２０１５．１．２１Ｄａｙ：２０１５．１．２１

★１１品目★
森らいす

温泉熱で育てられた濁川産トマト

森駅のすぐ近くに店舗を構えています

　

今
月
の
テ
ー
マ
と
な
る
食
材
は
、
温
泉
育
ち
の
濁

川
産
ト
マ
ト
。
森
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
町
中
心
部
で

飲
食
店
・
居
酒
屋
を
営
む
「
雅
茶
一
（
が
ち
ゃ
ぴ
ん
）」

の
武
蔵
和
正
常
務
が
イ
チ
オ
シ
す
る
「
森
ら
い
す
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

森
町
の
特
産
食
材
を
一
皿
に
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
を

と
の
思
い
や
、
役
場
か
ら
の
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
の
実

現
化
の
要
望
も
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
化
に
着
手
。
試
行

錯
誤
の
末
、
濁
川
産
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
と
乾
燥
シ
イ

タ
ケ
の
ダ
シ
が
ベ
ー
ス
の
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を
使

用
し
た
和
テ
イ
ス
ト
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
完
成
。
具

に
は
地
元
産
の
ホ
タ
テ
や
ト
ン
カ
ツ
、
付
け
合
せ
に

半
乾
燥
さ
せ
た
プ
ル
ー
ン
が
乗
り
、
森
町
の
特
産
食

材
が
結
集
し
た
一
皿
に
な
っ
た
。
ル
ー
は
重
厚
な
が

ら
も
他
の
具
材
の
良
さ
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
常
務
は
「
特
産
食
材
が
見
事
に
融
合
し
た
自

慢
の
一
皿
。
森
町
に
は
美
味
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
新
し
い
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
に
も
取
り
掛

か
っ
て
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

雅茶一（がちゃぴん）
住所：森町字本町１２２　ＴＥＬ：０１３７４－２－３０１０
営業時間： （月～金）１１：３０～１４：３０・１７：３０～２３：３０
 （土日祝）１１：３０～１４：３０・１７：３０～２２：３０
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